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1)、片岡　　惇 1)、安達　朋宏 1)、橋本　優子 2)、
　松永　　香 2)、渋谷美奈子 2)、北野　正樹 2)、小野　耕治 3)、
　高桑　大介 3)、越後　　隆 3)、田中　真人 4)、吉田　好之 1)
日本赤十字社（以下、日赤）はスポーツイベントなどのマスギャザ
リングに対する医療救護活動を実施している。マスギャザリングは
救急症例の増加と集団災害発生のリスクを有している。しかしなが
ら日赤には標準的な活動指針がない。今回、第68回国民体育大会お
よび第13回全国障害者スポーツ大会において、スタジアムにおける
マスギャザリング医療救護ガイドラインを作成し医療救護活動を実
施したので報告する。ガイドラインについては先行して開催（平成
25年5月）された第13回全国障害者スポーツ大祭リハーサル大会で
の活動をもとに作成した。ガイドラインの作成は、1）メディカル
コントロール　2）事前調査　3）医療班との連携　4）診療レベル
　5）人員確保　6）医療資器材　7）診療設備　8）搬送手段　9）
公衆衛生　10）アクセス　11）緊急手術（治療）対応　12）通信体
制　13）指揮・統制　14）記録　15）質向上努力の継続の項目を骨
子とした。マスギャザリングでの医療救護活動の意義は、軽症傷病
者の応急処置だけではなく、重症傷病者のバイタルサイン安定化を
目的とした早期診療の開始、心停止症例に対する早期除細動の実施
の他、集団災害発生時の災害医療救護実施にある。これらの円滑な
医療救護対応のためには、日赤は大会主催者、警備、警察、消防、
周辺医療機関、行政などの諸機関が連携して医療救護について情報
共有することが不可欠になる。日赤が実施するマスギャザリングに
対する医療救護対応は、医療班のみならず支部職員も共通の理念を
もって実施することが重要となる。
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